
展
示
物
な
ど
は
毎
年
、
少
し
ず

つ
増
え
、
日
中
戦
争
中
に
中
国
の

天
津
か
ら
上
海
、
南
京
、
除
州
な

ど
を
転
戦
し
た
部
隊
で
非
公
式
の

写
真
班
だ
っ
た
村
瀬
守
保
氏
の
40

枚
以
上
の
生
々
し
い
写
真
を
は
じ

め
、
「
第
二
次
世
界
大
戦
の
真
実

―
原
爆
と
大
戦
の
真
実
」
と
銘
打
っ

た
東
京
大
空
襲
の
被
災
地
図
や
焼

け
野
原
、
焼
死
体
の
山
の
写
真
な

ど
が
目
立
ち
ま
す
。

戦
時
中
の
大
本
営
発
表
の
新
聞

記
事
や
出
征
幟
旗
な
ど
も
壁
一
面

に
展
示
さ
れ
、
明
治
32
年
の
教
育

勅
語
や
玉
音
放
送
の
レ
コ
ー
ド

（
複
製
）
な
ど
貴
重
な
品
々
も
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
内
に
並
べ
ら
れ
、
庶

民
の
暮
ら
し
に
関
す
る
陶
製
の
代

用
キ
セ
ル
や
陶
器
製
の
お
釜
、
漫

画
、
絵
葉
書
、
凱
旋
歓
迎
乗
車
券

な
ど
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

証
言
ビ
デ
オ
上
映
、
日
中
友
好
協

会
の
協
力
で
「
き
り
え
講
習
会
」

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
口
先
だ
け

の
平
和
は
ダ
メ
。
日
本
政
府
は
世

界
平
和
の
た
め
に
行
動
し
て
い
な

い
」
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
を
お

わ
ら
せ
た
い
」
な
ど
、
多
く
の
来

訪
者
が
書
き
記
し
て
い
ま
す
。

「
貴
重
な
資
料
は
保
存
し
て
い

た
方
々
の
協
力
で
集
め
、
古
書
店

な
ど
で
も
購
入
し
て
い
ま
す
」
と

実
行
委
員
長
の
佐
久
間
徹
氏
。
開

戦
の
詔
書
と
終
戦
の
詔
書
（
写
し
）

を
一
緒
に
展
示
す
る
な
ど
の
工
夫

も
し
て
、
貴
重
な
資
料
を
散
逸
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
強
調
し

て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
か

ら
半
年
、
今
も
激
し
い
砲
撃
や
攻

撃
で
民
間
人
犠
牲
者
が
多
数
出
て

い
ま
す
。

戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
見
学
者
は

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
の
間
増
加
し
、
戦
争
で
引

き
起
こ
さ
れ
る
悲
劇
に
人
々
の
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
ん
始
ま
る
と
容
易
に
は

止
め
ら
れ
な
い
の
が
戦
争
。
戦
争

は
絶
対
に
起
こ
さ
せ
て
は
な
り
ま

せ
ん
と
、
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
で

は
、
戦
災
体
験
者
が
高
齢
化
し
、

ど
う
し
た
ら
若
い
世
代
に
伝
え
て

い
け
る
か
、
こ
の
課
題
に
果
敢
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
戦
後
世
代
が
伝
え
る
空
襲
体

験
」
企
画
も
そ
の
試
み
の
一
つ
で
、

学
童
疎
開
か
ら
戻
っ
て
き
た
ば
か

り
の
当
時
小
学
６
年
生
の
少
女
の

体
験
で
す
。
幼
児
を
含
む
参
加
者

以
外
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
あ

り
ま
し
た
。

多
数
の
被
災
者
が
総
武
線
の
土

手
に
追
い
込
ま
れ
、
消
火
に
当
た
っ

て
い
た
消
防
士
ま
で
焼
死
。
亀
戸

駅
近
く
貨
物
線
鉄
橋
下
で
は
炎
の

川
と
な
っ
た
京
葉
道
路
が
人
々
を

な
め
尽
く
し
た
様
子
や
道
路
の
真

ん
中
で
、
立
ち
す
く
ん
だ
馬
と
飼

い
主
が
じ
っ
と
動
か
ず
炎
に
包
ま

れ
た
ま
ま
焼
け
死
ん
で
い
っ
た
こ

と
な
ど
切
な
い
体
験
が
、
淡
々
と

心
を
込
め
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

語
り
手
で
あ
る
非
体
験
者
は
、

体
験
者
の
話
を
何
度
も
聞
い
て
、

街
を
丹
念
に
歩
い
て
、
空
襲
体
験

の
再
現
に
努
め
、
当
日
を
迎
え
た

そ
う
で
す
。
今
後
の
展
開
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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暦
で
は
、
立
秋
で
す
が

連
日
の
酷
暑
で
コ
ロ
ナ

禍
に
加
え
て
熱
中
症
に

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
▼

気
候
変
動
で
北
極
が
温

暖
化
し
、
偏
西
風
の
蛇
行
で
熱
帯

高
気
圧
が
日
本
列
島
近
く
で
重
な
っ

た
と
こ
ろ
に
冷
た
い
高
気
圧
が
南

下
し
た
た
め
、
北
日
本
の
長
い
豪

雨
と
関
東
の
40
℃
も
の
高
温
が
生

じ
た
と
い
い
ま
す
▼
３
月
で
「
ま

ん
延
防
止
」
解
除
以
降
、
減
少
傾

向
だ
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
、
７

月
第
３
週
に
は
96
万
９
千
人
で
世

界
最
多
。
そ
れ
で
も
、
３
年
ぶ
り

に
行
動
制
限
な
し
の
お
盆
休
み
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
8
月

19
日
は
一
日
で
26
万
人
超
の
感
染

者
を
記
録
。
死
者
は
17
日
、
過
去

最
多
の
３
０
０
人
で
す
▼
こ
ん
な

難
局
に
、
岸
田
政
権
は
安
倍
９
条

改
憲
の
野
望
の
実
現
め
ざ
し
、
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
並
み
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
（
11

兆
円
）
の
大
軍
拡
へ
踏
み
込
み
ま

す
。
防
衛
省
は
来
年
度
の
軍
事
費

に
つ
い
て
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

の
ミ
サ
イ
ル
や
無
人
機
、
空
母
な

ど
実
質
６
兆
円
超
の
概
算
要
求
を

予
定
し
て
い
ま
す
▼
「
世
界
平
和

国
会
議
員
連
合
」
（
名
誉
会
長
細

田
博
文
）
は
安
倍
政
権
下
で
発
足
。

反
社
会
的
カ
ル
ト
集
団
の
政
治
団

体
「
勝
共
連
合
」
は
、
60
年
代
の

岸
信
介
も
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

安
倍
元
首
相
の
銃
撃
事
件
か
ら
自

民
党
議
員
と
統
一
協
会
の
癒
着
が

次
々
と
暴
か
れ
、
８
月
10
日
の
内

閣
改
造
も
そ
の
関
係
を
一
層
明
確

に
す
る
皮
肉
な
結
果
。
そ
の
上
に
、

法
的
根
拠
の
な
い
「
安
倍
氏
国
葬
」

で
国
民
に
弔
意
を
強
制
し
よ
う
と

す
る
閣
議
決
定
で
、
墓
穴
を
掘
っ

て
い
ま
す
。

７
月
30
日
、
当
時
自
民
党
の

榎
本
雄
一
議
員
が
あ
っ
せ
ん
収

賄
の
容
疑
で
警
視
庁
に
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。
共
産
党
区
議
団
は

8
月
1
日
、
山
﨑
区
長
と
山
本

議
長
に
対
し
緊
急
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

榎
本
議
員
は
昨
年
、
議
長
を

務
め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
議
長
を
５
回
も
務
め
、
自
民

党
会
派
内
で
は
行
政
に
も
議
会

に
も
最
も
影
響
力
の
あ
る
実
力

者
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

報
道
に
よ
る
と
、
区
関
連
施

設
の
清
掃
業
務
の
指
名
競
争
入

札
に
あ
た
っ
て
、
区
の
幹
部
職

員
か
ら
不
正
に
入
札
情
報
を
入

手
し
、
落
札
し
た
業
者
に
情
報

を
提
供
し
た
見
返
り
に
現
金
30

万
円
を
得
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
の
利
益
の
た
め
に
、
区

民
の
代
表
た
る
議
員
の
立
場
を

利
用
し
、
不
正
に
入
札
情
報
を

得
る
な
ど
区
民
を
裏
切
る
重
大

な
犯
罪
行
為
で
す
。

現
職
議
員
が
逮
捕
さ
れ
る
と

い
う
極
め
て
異
常
な
事
態
は
、

江
東
区
議
会
に
対
す
る
区
民
の

信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
る
も

の
で
、
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

共
産
党
区
議
団
は
、
榎
本
雄

一
議
員
の
辞
職
を
求
め
る
と
と

も
に
、
行
政
と
議
会
は
捜
査
機

関
任
せ
に
せ
ず
、
自
ら
真
相
解

明
と
綱
紀
粛
正
に
取
り
組
む
こ

と
、
さ
ら
に
、
不
正
に
関
わ
っ

た
業
者
指
名
停
止
、
行
政
の
関

与
や
他
の
入
札
で
同
様
の
不
正

行
為
が
な
い
か
ど
う
か
を
調
査
・

公
表
す
る
な
ど
、
不
正
防
止
策

の
強
化
に
早
急
に
取
り
組
む
こ

と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
は
、
金
権
腐

敗
の
政
治
を
正
し
、
区
民
が
主

人
公
の
区
政
を
実
現
す
る
た
め

に
引
き
続
き
力
を
尽
く
し
ま
す
。

現
職
区
議
が
あ
っ
せ
ん
収
賄
容
疑
で
逮
捕

金
権
腐
敗
の
政
治
の
根
絶
を
！

南
砂
団
地
９
条
の
会
、
日
中
友
好
協
会
な
ど
の
実
行
委
員

会
が
主
催
す
る
恒
例
の
「
江
東
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
が

８
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ロ
ビ
ー

で
開
催
さ
れ
、
猛
暑
が
続
く
中
、
一
日
百
人
以
上
が
訪
れ
ま

し
た
。
江
東
区
と
江
東
区
教
育
委
員
会
が
後
援
し
ま
し
た
。

写
真
と
説
明
な
ど
見
入
る

参
加
者

２
０
２
２
年

夏
休
み
特
別
企
画

主
催

東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー

東
京
大
空
襲
・
資
料
セ
ン
タ
ー
は
８
月
７
日
か
ら
、
夏
休
み

企
画
「
み
ん
な
で
ま
な
び
、
伝
え
よ
う
！
」
と
、
①
戦
争
体
験

の
「
語
り
継
ぎ
」
②
水
戸
と
東
京
の
高
校
生
の
コ
ラ
ボ
朗
読
③

紙
芝
居
④
空
襲
体
験
の
お
話
の
４
つ
の
企
画
を
ネ
ッ
ト
配
信
で

開
催
し
ま
し
た
。
江
東
区
教
育
委
員
会
が
後
援
し
ま
し
た
。

オンラインで報告



柴
田
氏
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

都
内
の
労
働
相
談
が
４
月
か
ら

急
激
に
増
加
し
、
正
規
・
非
正

規
、
企
業
規
模
に
関
わ
ら
ず
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
、

「
泣
き
寝
入
り
し
な
い
相
談
者
」

が
出
て
き
て
い
る
こ
と
も
特
徴

と
し
て
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

見
え
て
き
た
こ
と
は
「
雇
用
調

整
助
成
金
で
は
暮
ら
せ
な
い
」

「
派
遣
切
り
の
横
行
」「
休
業
補

償
な
し
の
シ
フ
ト
制
勤
務
の
悲

劇
」「
内
定
取
り
消
し
や
企
業
閉

鎖
に
伴
う
失
業
」
な
ど
で
、
そ

の
最
大
の
原
因
は
「
労
働
者
派

遣
法
は
じ
め
雇
用
破
壊
を
進
め

た
労
働
政
策
に
あ
る
」
と
柴
田

氏
は
断
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
終
息

後
に
向
け
て
経
営
と
雇
用
に
対

す
る
十
分
な
支
援
策
が
今
す
ぐ

必
要
と
強
調
し
ま
し
た
。

区
労
連
に
寄
せ
ら
れ
た
労
働

相
談
の
報
告
は
、
コ
ロ
ナ
関
連

で
は
「
子
ど
も
が
休
校
の
た
め

休
暇
を
申
請
し
た
ら
退
職
と
職

員
寮
か
ら
の
退
去
を
求
め
ら
れ

た
」「
派
遣
で
コ
ロ
ナ
を
理
由
に

雇
い
止
め
」「
時
短
勤
務
と
賃
金

カ
ッ
ト
」「
在
宅
勤
務
で
仕
事
が

な
い
者
は
有
給
休
暇
を
と
れ
と

言
わ
れ
た
」「
正
社
員
か
ら
パ
ー

ト
へ
格
下
げ
」「
解
雇
」
な
ど
多

様
で
す
。

区
労
連
の
活
動
報
告
で
は
、

打
ち
合
わ
せ
も
集
ま
る
と
密
に

な
る
ジ
レ
ン
マ
の
中
、「
運
動
を

ど
う
作
っ
て
い
く
か
」
に
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。

経
営
側
と
パ
ソ
コ
ン
画
面
で

や
り
と
り
す
る
こ
と
も
行
い
、

前
年
よ
り
増
え
て
い
る
過
去
1

年
間
の
労
働
相
談
に
対
応
し
た

結
果
、
新
た
に
14
人
が
労
働
組

合
に
加
入
し
、
特
に
今
年
３
月

か
ら
は
５
人
を
新
組
合
員
に
迎

え
入
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
は
木
村
登
美
江
事
務

局
長
の
議
案
提
案
の
後
、
討
論

で
各
班
の
取
り
組
み
や
会
員
の

活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
る
班
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
親

子
で
集
ま
っ
て
、
親
子
リ
ズ
ム

や
絵
遊
び
な
ど
で
賑
や
か
に
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
休
校

中
の
小
学
生
の
予
習
中
心
の
自

宅
学
習
な
ど
を
６
回
に
わ
た
っ

て
行
っ
た
経
験
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
医
療
従
事
者
の
会
員

か
ら
は
、
３
月
か
ら
急
速
に
医

療
現
場
が
ひ
っ
迫
し
、
４
月
、

５
月
は
過
労
死
ラ
イ
ン
と
言
わ

れ
る
月
80
時
間
以
上
の
残
業
と

な
っ
た
こ
と
、
防
護
服
を
い
っ

た
ん
着
る
と
、
４
時
間
以
上
の

作
業
中
、
ト
イ
レ
も
水
分
補
給

も
で
き
な
い
危
険
な
状
態
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
生
々
し
く
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
全
議
案
を
全
会
一
致

で
承
認
、
新
役
員
を
選
出
し
、

支
部
長
に
は
中
村
美
智
子
さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期
と
な
っ
て
い
た
新
日
本
婦
人
の

会
江
東
支
部
大
会
が
、
７
月
19
日
に
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
各
班
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

1931(昭和6)年、富岡公園地、富岡門前
こ う え ん ち もんぜん

町、門前東仲町、数矢町が富岡町に。門
ひがしなか か ず や

前仲町、門前山本町、蛤町、黒江町の一
はまぐり

部が合併して門前仲町となりました。

江戸時代には、富岡と門前仲町を東西

に横ぎる道路を永代通り、隅田川の橋を
えいたい

永代橋というように、1692(元禄5)年に富
えいたいばし

岡八幡の別当寺院(八幡宮を創建した長盛
ちょうせい

上人の住居)となる永代寺の門前町でした。
しょうにん

その永代寺は明治維新の廃仏毀釈で廃寺、
は い ぶつき しゃ く

吉祥院がその名を継いでいます。
きっしょういん

深川不動は、1703(元禄16)年に成田山

が永代寺で出開帳したのがおこりで、不
で かい ちょ う

動信仰の厚かった５代目尾上菊五郎の碑

があります。

1642(寛永19)年、京都の三十三間堂に

ならい、江戸三十三間堂が浅草につくら

れ、1698(元禄11)年に富岡八幡の東隣に

再建されましたが、1872(明治5)年に廃寺。

通し矢数の競争から数矢小学校にその名

がつけられています。

八幡橋は、1878(明治11)年に東京府が
はちま んばし

赤羽製作所につくらせた長さ15.2ｍの都
あかばね

内最古の鉄橋で、京橋の楓川にかけられ
かえで

た弾正橋だったものが、1929(昭和4)年に
だんじょう

現在地に移され、国の重要文化財です。

門前仲町交差点の北側一帯は、1716～3

6年の享保年間から料理茶屋や置屋などの
きょうほう

花街として栄え、ここの芸者は辰巳芸者

と呼ばれました。近くに伊能忠敬が住ん

でいました。

1772～81年の安永年間に、富岡２丁目
あんえい

の舞台用かつらの女職人に仲町の芸妓が
げ い ぎ

髪を結わせたのが女髪結いの始まりで、
ゆ おんなかみゆ

1868(明治元)年に布施雄二らが仲町１丁
ふ せ ゆ う じ

目に、温泉地から湯の花をとりよせた浴

場をつくったのが近代浴場のおこりです。

大横川辺の臨海公園では、毎年10月上
べ り

旬に「深川の力持」、その先の黒船橋付
ちからもち

近で「木場の角乗り」が公開されます。
か く の

1967(昭和42)年には、地下鉄工事現場

で地下壕に白骨化した６体の戦災遺骨が

発見されました。

「
八
幡
橋
」
国
指
定
重

要
文
化
財
（
建
造
物
）

☆

行
事
日
程

☆

○
９
月
６
日
（
日
）
13
時
～

◆
亀
戸
事
件
97
周
年
追
悼
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

※
浄
心
寺
で
は
式
典
は
行
い
ま
せ
ん
。

〇
９
月
13
日
（
日
）
14
時
～

◆
江
東
民
主
商
工
会
第
75
回
定
期
総
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○
９
月
26
日
（
土
）
16
時
～

◆
地
域
労
組
こ
う
と
う
定
期
総
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
３
月
か
ら
急
速
に
感
染
拡
大
し
、

多
く
の
事
業
者
が
休
業
や
廃
業
・
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
、

「
補
償
な
き
休
業
」
で
多
く
の
労
働
者
が
苦
境
に
お
ち
い
る

中
、
江
東
区
労
連
は
７
月
29
日
、
東
京
地
評
の
柴
田
和
啓
副

議
長
を
講
師
に
「
労
働
組
合
は
コ
ロ
ナ
問
題
に
ど
う
取
り
組

ん
だ
か
？
」
学
習
・
交
流
会
を
、
労
働
相
談
員
養
成
講
座
を

兼
ね
て
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

区
教
育
委
員
会
定
例
会
が

８
月
21
日
、
教
育
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
14
日
に
引
き
続
き
２

０
２
１
年
度
か
ら
区
立
中
学
校

で
使
用
予
定
の
教
科
書
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
区
民
・

業
者
52
人
が
傍
聴
の
た
め
に
参

集
し
、
抽
選
の
結
果
20
人
が
傍

聴
し
ま
し
た
。

協
議
は
各
教
科
ご
と
に
、
事

務
局
説
明
の
後
「
採
択
資
料
作

成
委
員
会
結
果
報
告
書
」
の
内

容
を
４
人
の
教
育
委
員
が
紹
介

し
な
が
ら
、
ど
の
教
科
書
が
良

い
か
を
述
べ
る
形
で
進
め
ら
れ
、

最
後
に
本
多
健
一
朗
教
育
長
が

各
委
員
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
、

教
科
ご
と
に
採
択
す
べ
き
出
版

社
を
提
案
し
、
い
ず
れ
も
異
議

な
く
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
植

民
地
解
放
の
た
め
と
肯
定
的
に

描
い
て
美
化
し
、
深
い
反
省
を

欠
い
た
記
述
の
育
鵬
社
の
歴
史

教
科
書
、
社
会
保
障
を
国
の
責

務
、
国
民
の
権
利
と
し
て
と
ら

え
よ
う
と
し
な
い
育
鵬
社
や
自

由
社
の
公
民
教
科
書
は
、
前
回

に
引
き
続
き
採
択
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

「
被
爆
75
年
核
兵
器
の
な
い
平

和
で
公
正
な
世
界
を
」
と
「
平

和
の
波
」
が
８
月
６
～
９
日
取

り
組
ま
れ
、
江
東
区
で
は
６
日
、

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
前
で
宣

伝
と
署
名
活
動
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

宣
伝
・
署
名
行
動
に
は
10
人

が
参
加
。
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
」
に
36
筆
、
「
安
倍
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
」
に
17
筆
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

新
婦
人
江
東
支
部


